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研究概要 

疾病の予防は言うまでもなく老化防止にも直結するものと考えられる。その観点から，糖尿病に起因する疾病やガ

ンを引き起こすリスクファクターからの回避もアンチエイジングセンターの責務と考えている。また，当研究室で

はアンチエイジングセンター所員としての取り組みにおいては，SDGs を意識した活動を行なっている。すなわち，

SDGs 3 の「すべての人に健康と福祉を」については医療系学部である限りは必須の項目であるため，3 だけでなく

プラスアルファを念頭に研究を進めている。例えば，廃棄される大型魚の魚皮は良質な I 型コラーゲン原料として

好適であることから，ブリやクロマグロから取り出したコラーゲンの立体構造を一部変化させることにより，これ

まで困難とされてきた高濃度域での使用を可能にし，既存の利用効果を高めるだけでなく高濃度溶液の特徴を活か

して全く異なった使途も考案し，実際に上市されている化粧品や雑貨に使用されている。これは，リサイクルに関

わる SDGs 12「作る責任使う責任」と SDGs 14「海の豊かさを守ろう」を念頭においた取り組みである。また，梅

干しの製造時に大量に排出される梅酢は高濃度の塩分を含むためそのまま廃棄すると環境負荷が非常に大きいこと

が問題となっているが，これを利用した熱中症予防を目的とした食品（SDGs 15「陸の豊かさも守ろう」）などにつ

いても検討を行い，循環型の使途開発に力を入れている。 
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